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横 手市増田 重要伝統的建造物群保存地 区選定

１０周 年 記 念 シンポ ジウム
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令和５年ｌｌ月１２日０ 横手市 細 まんが美 繍 特”帳示室
． 一 司■陶● 圃験 一 …

令 和５年 は 増 田 地 区 が 重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区として国 の 選 定 を受けてから１０周 年の 節 目の 年 に

あ たります．そ の 記 念 事 業としてシンポ ジウムを 開 催 し、
１０年 閻 の 歩 みを 振 り返 るとともに、地 域 の 魅 力と町 並 み

保 存 の 重 要 性 に つ いて 共 に 考える 機 会 にし た いと思 います１，
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軌軸一軌榊　｛轟｛軌恥蝋釦…軌………嚇｛而榊’南 「重 伝 建 地 区 を 元 気 に 持 続 して いくた めに」
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舗 エ学院艀 理張 （教授） 後 藤 治 氏
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’１・ ま オ【 １～１｝～８
’
ｒ・ＩＳ ６３ １ に ２Ｌ ｒヒ「ヨ ζ ｛ヒｉｌ｛ ｆ蒙 ＩＩ穫 ガ，ｉ

二 と塾；造 物 ，１畏 之 ｒｌｌ；‘と１」 と Ｌ て 赴 ｆ「

同 凋 査ｒｌｌｌ門 の 対ヒ 財 調 査 官を 騨 て』１９１１９
「１・ ＩＩｌＩＩに １ 詐Ｆ記’、学 助 教 授 に～冒ｒ ２桝１５

「ｌ Ｈｌの からは１司ノぐ；許の 教 提とな瓶 現ｒ｝ノ、学用１嗜し長も務 めている

横 ｒｒｌｉに は，増 田 地 区 で２田〔吻 Ｈ２２・から実ち他した
．
伝 統 的 建 造 物 群 保 存 対 策，凋’【

よ１，携 わｒ》て お「恥 現ｒｌも横 １㍉｝’歴 史１臼風 致 紳１持ｌｒｌ口・協１義 会 会 長、横 ｒｌ「ｉ歴・セ 七∫ヒ遣

喧 保ｒ∫ 活 用 捌 進 協 議二を 会 長 を 務める λ 化１１ 在 循 時，ｆ丘録 イ１形 λ 化 財 制 度を
’１ノ．制 化 し

た 実 績 を 持 ち 現 １１ も 争 團 て
１
馬
１ 史 資 １，事 を 活 か Ｌ た ま ち つ くｌｌ に 携 ’， っ て い る

一一 嶺

テー マ「増 田 の 町 並 み これまで、こ れから。」
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コーデ、ネータ＿ 渡 邊 泰 氏

横 手市 伝統 的 建 造物 群保 存 審議 会 委員 ・ 元長 野 県堪 尻 市文 化財 課 長
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